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・
・
・
・
・
・
・
・
・
174 

 
 

 

S
字
甕 

 

祭
り 

 

暮
ら
し 

 

高
稲
荷
古
墳
の
造
営 

 
方
形
周
溝
墓
の
造
営 

 
 

第
五
節 

河
川
交
通
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
179 

 

第
五
章 

奈
良
・
平
安
時
代
の
草
加
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
183 



8 

 
 

 

一 

東
武
蔵
・
常
総
方
面
の
戦
乱
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
265 

 
 

 

破
綻
す
る
建
武
政
権 

 

東
国
か
ら
の
反
逆
・
室
町
幕
府
の
誕
生 

 

北
畠
親
房
、
常
陸
国
に
上
陸
す 

 
 

 

幕
府
の
軍
勢
、
下
河
辺
荘
を
通
過
す 

 

幕
府
勢
の
苦
況 

 

常
陸
方
面
に
響
く
矢
叫
び
の
声 

 
 

 

二 

観
応
の
擾
乱
と
そ
の
後
の
武
蔵
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
277 

 
 

 

尊
氏
と
直
義
の
争
い 

 

擾
乱
爆
発
、
鎌
倉
の
抗
争 
 

東
国
の
擾
乱
、
武
蔵
武
士
の
行
動 

 

尊
氏
、
武 

 
 

 

蔵
野
を
駆
け
る 

 

尊
氏
の
西
上
、
基
氏
の
東
国
経
営 

 

関
東
管
領
上
杉
氏 

 
 

第
三
節 

内
乱
期
の
武
士
の
生
活
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
289 

 
 

 

下
河
辺
氏
の
悩
み 

 

戦
乱
は
採
算
が
取
れ
な
い 

 

領
主
が
合
戦
に
出
か
け
る
と 

 

不
参
、
あ
る
い
は 

 
 

 

遅
れ
て
き
て
す
ぐ
帰
る 

 

馬
を
射
る
合
戦 

 

第
三
章 

室
町
・
戦
国
時
代
の
草
加
の
地
域
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
298 

 
 

第
一
節 

鎌
倉
府
体
制
と
武
蔵
国
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
298 

 
 

 

平
一
揆
、
蜂
起
す 

 

小
山
氏
、
叛
逆
す 

 

太
田
庄
、
戦
勝
祈
願
の
僧
に
宛
て
る 

 

政
治
的
緊
張
の
醸 

 
 

 

成 
 

上
杉
禅
秀
、
挙
兵
す 

 

永
享
の
乱
、
持
氏
の
暴
発 

 

結
城
合
戦 

 
 

第
二
節 

公
方
と
管
領
の
対
立
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
310 

 
 

 

足
利
成
氏
の
登
場 

 

享
徳
の
大
乱
・
武
蔵
野
の
死
闘 

 

草
加
近
傍
の
情
勢 

 

草
加
の
北
方
の
情
勢 

 
 

 

戦
乱
の
転
機 

 
 

第
三
節 

小
田
原
北
条
氏
の
武
蔵
支
配
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
320 

7 

 
 

 

三 

あ
る
中
世
武
士
の
存
在
形
態
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
226 

 
 

 

遠
江
住
人
内
田
氏
の
こ
と 

 

内
田
家
吉
の
系
譜 

 

武
蔵
に
移
っ
た
内
田
氏 

 
 

第
二
節 

北
条
得
宗
体
制
と
武
蔵
武
士
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
235 

 
 

 

三
浦
氏
、
滅
亡
す 

 

宝
治
合
戦
討
ち
死
に
の
東
武
蔵
の
武
士
た
ち 

 

蒙
古
襲
来
、
九
州
に
向
か
う
武
士 

 
 

 

戦
時
体
制
と
得
宗
の
専
制
化 

 

武
蔵
武
士
団
の
後
退 

 
 

第
三
節 

武
蔵
国
の
社
会
状
態
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
244 

 
 

 

一 

流
域
低
湿
地
の
人
び
と
の
暮
ら
し
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
244 

 
 

 

古
利
根
川
流
域
の
荘
園 

 
堤
を
設
け
た
村 

 
 

 

二 

在
地
武
士
の
暮
ら
し
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
248 

 
 

 

惣
領
制
の
解
体 

 

悪
党
の
時
代 

 
草
加
地
域
、
物
騒
が
し
い
時
代
の
空
気 

 
 

 

三 

東
武
蔵
武
士
の
九
州
移
住
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
254 

 
 

 

九
州
に
現
れ
る
東
武
蔵
の
武
士 

 

叔
父
と
甥
の
争
い 

 

九
州
と
東
武
蔵
を
往
復
す
る
百
姓 

 

第
二
章 

南
北
朝
時
代
の
草
加
の
地
域
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
258 

 
 

第
一
節 

鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
258 

 
 

 

膨
れ
上
が
る
討
幕
の
軍
勢 

 

鎌
倉
を
攻
め
る
武
蔵
の
武
士
た
ち 

 

畿
内
か
ら
の
情
報
、
武
士
を
動
か
す 

 
 

 

鎌
倉
、
炎
上
す 

 
 

第
二
節 

内
乱
期
の
関
東
諸
国
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
265 
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第
Ⅳ
編 

近
世
前
期 

 

第
一
章 

近
世
前
期
の
草
加
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
381 

 
 

第
一
節 

江
戸
幕
府
の
成
立
と
草
加
地
域
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
381 

 
 

 

一 

家
康
の
関
東
入
国
と
知
行
割
り
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
381 

 
 

 

徳
川
氏
の
江
戸
討
ち
入
り 

 

家
臣
団
の
知
行
割
り 
 

草
加
市
域
の
大
名
・
旗
本
・
寺
院
領 

 
 

 

二 

近
世
の
村
々
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
394 

 
 

 

村
の
し
く
み 

 

村
民
統
制 

 

草
加
市
域
の
村
々 

 
 

第
二
節 

利
根
川
流
路
の
付
け
替
え
と
奥
州
古
道
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
402 

 
 

 

一 

利
根
川
の
瀬
替
と
新
田
の
開
発
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
402 

 
 

 

草
加
の
周
辺
地
域 

 

利
根
川
の
瀬
替 

 

新
田
の
開
発 

 
 

 

二 

奥
州
古
道
と
古
記
録
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
408 

 
 

 

奥
州
へ
の
古
道 
 

梅
津
政
景
の
日
記 

 

日
野
資
勝
の
日
記 

 
 

第
三
節 

綾
瀬
川
の
変
遷
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
415 

 
 

 

一 

新
綾
瀬
川
の
成
立
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
415 

 
 

 

古
来
の
綾
瀬
川 

 

綾
瀬
分
流
口
の
瀬
割
り
堤 

 

新
綾
瀬
川
と
伝
右
川 

 
 

 

二 

綾
瀬
川
の
用
水
堰
止
め
禁
止
令
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
420 

 
 

 

綾
瀬
川
の
川
底
隆
起 

 

谷
古
田
用
水
の
成
立 

 

綾
瀬
川
藻
刈
組
合
の
結
成 

9 

 
 

 

北
条
早
雲
、
関
東
に
登
場
す 

 

北
条
氏
、
武
蔵
に
進
攻
す 

 

氏
康
、
河
越
を
奇
襲
す 

 

上
杉
氏
の
没 

 
 

 

落 
 

早
雲
の
先
見
性 

 

領
国
体
制
の
形
成 

 
 

第
四
節 

武
蔵
野
の
戦
国
争
乱
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
329 

 
 

 

上
杉
謙
信
の
武
蔵
進
攻 

 

岩
付
太
田
氏
の
草
加
地
域
支
配 

 

武
田
の
攻
勢
と
上
杉
の
同
盟 

 

土
豪
・ 

 
 

 

地
侍
の
武
力
編
成 

 

黒
地
に
赤
の
日
の
丸
の
軍
隊 

 

関
宿
の
攻
略
・
北
条
氏
領
国
の
完
成 

 

迫
り
く 

 
 

 

る
豊
臣
権
力 

 
庶
民
の
動
員
、
武
者
め
く
よ
う
に 

 

戦
国
の
総
動
員
、
寺
の
梵
鐘
ま
で
が 

 

あ
っ
け 

 
 

 

な
い
滅
亡 

 

第
四
章 

草
加
地
域
の
村
落
と
交
通
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
348 

 
 

第
一
節 

川
の
道
と
陸
の
道
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
348 

 
 

 

関
東
の
河
川
と
二
つ
の
内
海 

 
利
根
川
水
系
の
関 

 

古
利
根
川
河
口
、
石
浜
・
今
津
・
品
川 

 

古
利 

 
 

 

根
川
河
畔
、
柿
木
村
の
風
景 

 
 

第
二
節 

村
民
生
活
の
諸
相
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
356 

 
 

 

矢
古
宇
郷
の
住
民 

 

住
民
の
闘
い 

 

谷
古
宇
の
住
民
、
代
官
入
部
を
拒
否
す
る 

 
 

第
三
節 

も
た
ら
さ
れ
た
信
仰
遺
物
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
362 

 
 

 

六
角
宝
幢
形
経
筒 

 

板
碑 

 
 

第
四
節 

育
ま
れ
た
信
仰
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
369 

 
 

 

中
世
の
仏
教
信
仰 

 

中
世
の
神
祇
信
仰 



12 

 
 

 

三 

草
加
宿
の
機
構
と
経
営
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
459 

 
 

 

宿
場
支
配 

 

草
加
宿
の
町
並
み 

 

宿
場
町
の
生
成 

 

宿
場
財
政 
 

高
役
免
除
・
地
子
免
許 

 
 

 

六
斎
市 

 

第
三
章 

鷹
場
と
草
加
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
465 

 
 

第
一
節 

将
軍
家
の
鷹
場
と
捉
飼
場
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
465 

 
 

 

古
来
の
鷹
狩
り 

 

家
康
の
鷹
狩
り 

 

鷹
場
の
設
定 

 

鷹
匠
頭
支
配
捉
飼
場 

 

紀
伊
家
鷹
場
の
設
定 

 
 

第
二
節 

生
類
憐
み
の
令
と
鷹
場
の
禁
止
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
473 

 
 

 

生
類
憐
み
の
令 

 

鷹
場
の
廃
止 

 

第
四
章 

村
と
農
民
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
476 

 
 

第
一
節 

身
分
制
度
と
村
び
と
の
生
活
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
476 

 
 

 

武
士
と
町
人
・
百
姓 
 

農
民
生
活 

 
 

第
二
節 

五
人
組
制
度
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
479 

 
 

 

五
人
組 

 

五
人
組
帳 

 

第
五
章 

江
戸
幕
府
の
宗
教
政
策
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
482 

 
 

第
一
節 

幕
府
に
お
け
る
寺
社
へ
の
保
護
と
統
制
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
482 

 
 

 

朱
印
地 

 

除
地 

 

寺
社
へ
の
統
制 

 

寺
院
法
度
と
本
末
制 

 

市
内
寺
院
の
本
末 

 

近
世
寺
院
の 

 
 

 

役
割 

 

キ
リ
シ
タ
ン
の
弾
圧
と
草
加
地
域 

 

宗
門
改
め
と
そ
の
影
響 

11 

 
 

第
四
節 

伊
奈
氏
の
知
行
地
と
支
配
地
の
変
遷
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
424 

 
 

 

一 

伊
奈
忠
治
の
台
頭
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
424 

 
 

 
伊
奈
宗
家
と
伊
奈
忠
治 

 

新
田
開
発
の
督
励 

 
 

 

二 
忠
治
の
知
行
所
と
支
配
地
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
427 

 
 

 

忠
治
の
支
配
地 

 

赤
山
陣
屋 

 

伊
奈
知
行
地
の
移
動 

 

領
地
の
分
給 

 
 

第
五
節 

検
地
と
農
民
負
担
の
推
移
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
432 

 
 

 

一 

検
地
と
村
高
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
432 

 
 

 

検
地 

 

草
加
市
域
の
伊
奈
検
地 

 

元
禄
検
地 

 
 

 

二 

近
世
の
貢
租
課
税
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
435 

 
 

 

年
貢 

 

高
掛
物 

 

徴
租
法 

 
年
貢
割
付 

 

第
二
章 

草
加
宿
の
成
立
と
機
構
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
442 

 
 

第
一
節 

近
世
伝
馬
宿
の
成
立
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
442 

 
 

 

一 

日
光
道
中
の
成
立
と
草
加
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
442 

 
 

 

近
世
伝
馬
宿
へ
の
道 

 

草
加
宿
の
母
体
「
さ
う
か
」 

 
日
光
道
中
の
成
立 

 

草
加
宿
の
誕
生 

 
 

 

二 

伝
馬
の
継
ぎ
立
て
と
助
郷
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
449 

 
 

 

伝
馬
の
継
ぎ
立
て 

 

相
対
賃
銭
・
御
定
賃
銭 

 

参
勤
交
代 

 
日
光
社
参 

 

助
馬
村 

 

草
加
宿
の 

 
 

 

助
郷 

 

御
定
人
馬 



14 

 
 

 

旅
人
と
宿
場 

 

伝
馬
屋
敷
の
実
際 

 

伝
馬
屋
敷
の
義
務 

 

地
借
・
店
借 

 
 

第
二
節 

宿
場
の
繁
栄
と
宿
端
場
・
立
場
茶
屋
の
成
立
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
523 

 
 

 

本
陣
と
脇
本
陣 

 

木
賃
宿
と
旅
籠
屋 

 

草
加
宿
の
旅
籠
屋 
 

食
売
旅
籠
屋 

 

草
加
宿
の
食
売
女 

 
 

 

食
売
女
の
実
態 

 

宿
端
場
と
間
の
宿
の
盛
況 

 

一
里
塚 
 

松
並
木 

 
 

第
三
節 

問
屋
の
交
替
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
532 

 
 

 

両
問
屋
の
活
躍 

 

高
札
場
の
移
設 

 

草
加
宿
の
経
理
の
実
態 

 

無
名
・
無
印
筒
訴
一
件 

 

宿
入
用 

 
 

 

費
問
題 

 

問
屋
大
川
家
の
終
焉
と
名
主
・
本
陣
の
交
替 

 
 

第
四
節 

宿
場
町
の
活
況
と
陰
影
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
539 

 
 

 

天
保
期
の
草
加
宿 

 

天
保
期
の
宿
内
活
況 

 

宿
場
の
整
備 

 

宿
方
問
屋
役
の
欠
落
事
件 

 

宿
場
豪 

 
 

 

商
の
台
頭 

 

表
店
子
・
裏
店
子 

 

困
窮
人
と
施
金
・
施
米 

 
 

第
五
節 

参
勤
交
代
・
日
光
社
参
の
実
態
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
551 

 
 

 

上
米
制
度
と
参
勤
交
代 

 

秋
田
藩
の
参
勤
交
代 

 

門
主
の
通
行
と
草
加
宿 

 

享
保
十
三
年
の
日
光
社 

 
 

 

参 

 
 

第
六
節 

伝
馬
負
担
の
増
大
と
助
郷
・
飛
脚
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
557 

 
 

 

宿
人
馬
と
助
郷 

 

昭
和
八
年
継
ぎ
立
て
不
参
事
件 

 

天
明
五
年
継
ぎ
立
て
不
参
事
件 

 

宿
と
助
郷
対 

 
 

 

談
議
定 

 

貫
目
改
所
の
設
置 

 

助
郷
会
所 

 

近
世
の
飛
脚 

 

草
加
宿
の
飛
脚 

 

第
三
章 

近
世
後
期
の
治
水
と
利
水
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
565 

13 

 
 

第
二
節 

草
加
市
域
内
の
寺
院
・
神
社
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
493 

 
 

 

寺
社
の
縁
起
・
由
緒 

 

住
持
の
任
免 

 

神
官
の
任
免 

第
Ⅴ
編 
近
世
後
期 

 

第
一
章 
支
配
体
制
の
再
編
成
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
501 

 
 

第
一
節 
吉
宗
と
関
東
郡
代
伊
奈
氏
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
501 

 
 

 

吉
宗
の
治
政 

 
定
免
制
の
施
行 

 

関
東
郡
代
の
権
力
削
減 

 

伊
奈
氏
支
配
地
の
削
減 

 

老
中
支
配 

 
 

 

の
伊
奈
氏 

 
 

第
二
節 

伊
奈
氏
の
失
脚
と
忍
藩
主
の
交
代
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
506 

 
 

 

伊
奈
忠
尊
の
失
脚 

 

忍
藩
主
の
交
代 

 

松
平
氏
の
忍
入
城 

 
 

第
三
節 

鷹
場
の
復
活
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
509 

 
 

 

一 

将
軍
鷹
場
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
509 

 
 

 

将
軍
鷹
場
の
復
活 

 

将
軍
鷹
場
の
諸
相 

 
雇
餌
差 

 

鷹
狩
り
の
実
態 

 

小
菅
御
殿
と
昼
間
家
訪
問 

 
 

 

清
水
家
借
場 

 
 

 

二 

紀
伊
家
鷹
場
と
捉
飼
場
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
516 

 
 

 

紀
伊
家
鷹
場 

 

紀
伊
家
鷹
場
の
農
民
生
活 

 

捉
飼
場 

 

第
二
章 

草
加
宿
の
変
貌
と
伝
馬
の
継
ぎ
立
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
519 

 
 

第
一
節 

宿
場
機
能
の
変
化
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
519 



16 

 
 

 

一 

た
び
重
な
る
水
害
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
597 

 
 

 

宝
永
・
寛
保
の
洪
水 

 

宝
暦
・
明
和
・
安
永
の
水
害 

 

天
明
の
水
害 

 

享
和
・
弘
化
・
安
政
の
水
害 

 
 

 

二 

旱
害
・
震
災
・
火
事
、
浅
間
山
の
噴
火
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
602 

 
 

 

明
和
以
後
の
早
害 

 

浅
間
山
の
噴
火 

 

天
明
・
文
化
の
草
加
宿
大
火 

 

安
政
の
大
地
震 

 

第
五
章 

幕
末
動
乱
期
の
草
加
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
606 

 
 

第
一
節 

幕
末
の
伝
馬
の
継
ぎ
立
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
606 

 
 

 

幕
末
の
混
乱
と
業
務
の
増
大 

 

参
勤
交
代
制
度
の
緩
和 

 

幕
末
の
助
郷
紛
争 

 
 

第
二
節 

幕
末
の
政
治
状
勢
と
外
圧
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
610 

 
 

 

列
強
の
接
近
と
幕
府
の
対
応 

 

ペ
リ
ー
来
航 

 

品
川
台
場
の
築
造 

 

鎖
国
政
策
の
破
綻 

 
 

第
三
節 

幕
末
の
動
乱
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
617 

 
 

 

天
狗
党
の
乱 

 

長
州
征
伐 

 

幕
府
の
崩
壊 

 

第
六
章 

教
育
と
文
芸
、
信
仰
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
621 

 
 

第
一
節 

近
世
草
加
の
教
育
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
621 

 
 

 

朱
子
学
の
登
用 

 

幕
府
お
よ
び
諸
藩
の
教
育
制
度 

 

村
役
人
へ
の
教
育
・
寺
子
屋
で
の
教
育 

 

八
幡 

 
 

 

神
社
・
神
明
宮
の
寺
子
屋 

 

蓮
泉
堂 

 

筆
子
奉
納
額 

 

寺
子
屋
の
女
師
匠 

 

和
算
と
算
額 

 
 

 

草
加
市
域
の
諸
芸 

 
 

第
二
節 

草
加
の
文
芸
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
630 

15 

 
 

第
一
節 

見
沼
代
用
水
の
成
立
と
河
川
・
用
水
の
管
理
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
565 

 
 

 

伊
沢
為
永
の
登
場 

 

見
沼
代
用
水 

 

四
川
奉
行 

 

亀
有
溜
井
の
廃
止
と
葛
西
用
水
路
の
成
立 

 
 

 
江
戸
川
の
改
修 

 

御
普
請
役
の
登
場 

 
 

第
二
節 

綾
瀬
川
の
浚
切
上
普
請
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
571 

 
 

 

普
請
の
方
法 

 

宝
暦
の
綾
瀬
川
切
上
普
請 

 

文
政
の
綾
瀬
川
切
上
普
請 

 

綾
瀬
川
の
普
請
役
支
配 

 
 

 

備
前
堤
を
め
ぐ
る
争
い 

 
 

第
三
節 

綾
瀬
川
沿
い
低
地
村
々
の
水
争
い
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
576 

 
 

 

綾
瀬
川
沿
い
低
地
村 

 
江
戸
後
期
の
用
水
状
況 

 

ぼ
っ
け
堰
枠
問
題 

 
 

第
四
節 

舟
運
の
発
達
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
580 

 
 

 

江
戸
時
代
の
舟
運 

 

綾
瀬
川
の
舟
運 

 

魚
屋
河
岸
と
甚
左
衛
門
河
岸 

 

舟
運
に
よ
る
肥
料
輸
送 

 

第
四
章 

近
世
後
期
の
社
会
の
動
揺
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
585 

 
 

第
一
節 

村
方
騒
動
と
一
揆
・
打
ち
こ
わ
し
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
585 

 
 

 

伝
馬
騒
動 

 

江
戸
打
ち
こ
わ
し
騒
動 

 

忍
藩
先
納
金
騒
動 

 
 

第
二
節 

文
政
と
天
保
の
改
革
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
590 

 
 

 

商
品
作
物
の
普
及 

 

草
加
市
域
の
商
品
作
物 

 

風
俗
と
治
安
の
悪
化 

 

関
東
取
締
出
役
の
設
置 

 
 

 

改
革
組
合
の
結
成 

天
保
の
改
革 

 
 

第
三
節 

災
害
と
御
手
伝
復
旧
普
請
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
597 



18 

 
 

 

二 

奉
納
・
巡
拝
・
代
参
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
672 

17 

 
 

 

一 

埼
玉
の
文
芸
風
土
の
起
源
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
630 

 
 

 

古
代
の
歌
集
に
み
る
武
蔵
国 

 

『
将
門
記
』 

 

中
世
文
学
に
み
る
関
東 

 

近
世
俳
諧
の
成
立 

 

狂
歌 

 
 

 
と
川
柳 

 
 

 

二 
街
道
文
化
と
作
品 

｜
『
奥
の
細
道
』
｜
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
635 

 
 

 

松
尾
芭
蕉 

 

『
曾
良
随
行
日
記
』
か
ら
み
た
『
奥
の
細
道
』 

 

草
加
の
条
に
お
け
る
問
題
点 

 

「
野
坡 

 
 

 

本
」
の
出
現
と
「
曾
良
本
」
と
の
相
違 

 
 

 

三 

街
道
文
化
と
作
品 

｜
『
結
城
使
行
』
ほ
か
｜
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
646 

 
 

 

『
結
城
使
行
』 

 

「
日
光
道
之
記
」 

 

「
日
光
紀
行
」 

 

『
日
光
参
詣
旅
行
記
』 

 

『
日
光
巡
拝
図
誌
』 

 
 

 

『
日
光
道
中
日
記
』
『
道
の
記
』 

 

『
測
量
日
記
』 

 

『
遊
歴
雑
記
』 

 
 

 

四 

地
域
文
芸
の
芽
生
え
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
654 

 
 

 

越
ヶ
谷
吾
山 

 

加
茂
国
村 

 

大
川
雨
声 

 

刻
ま
れ
て
残
る
諸
芸 

 
 

 

五 

草
加
と
美
術
家
た
ち
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
657 

 
 

 

蕪
村
と
『
奥
の
細
道
』 

 

谷
文
晁 

 

渡
辺
崋
山 

 

三
覚
院
本
堂
格
天
井
板
絵 

 

浮
世
絵
に
み
る
草 

 
 

 

加 
 

草
加
の
無
名
な
美
術
家
た
ち 

 
 

第
四
節 

暮
ら
し
の
中
の
信
仰
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
664 

 
 

 

一 

彫
像
資
料
と
金
石
資
料
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
664 

 
 

 

寺
院
・
堂
庵
の
彫
像 

 

神
社
の
彫
像 

 

金
石
遺
物 


